
電動射出成形機「サブユニット」

　１.　はじめに

　２.　特　長

図 1　サブ射出ユニット_20V 外観

図 2　サブユニットの取り付け姿勢

表 1　サブ射出ユニット_20V 主仕様
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多色成形・異材質成形は、成形品の意匠性を高めるなど
高付加価値化を、組立工数を増やすことなく実現できる成
形技術である。従来、本技術は多色成形専用の射出成形
機が必要なため、機械本体が高額でさらに広い設置面積
も必要となり、設備導入の高い障壁となっていた。一方欧
州では、専用の成形機ではなく汎用成形機にサブ射出ユ
ニットを後付けし多色成形するケースがほとんどで、実際
サブ射出ユニットのみを販売するメーカも少なくない。この
度「Compact & Flexibility」のコンセプトのもと、全電動
サブ射出ユニットを開発したので、その特長を紹介する。

（1）Compact
今回開発したサブ射出ユニットは、金型廻りに複数台

設置されることを想定し、装置全体を可能な限りコンパク
トに設計した。一般的なサブ射出ユニットは、全長を最
短にすべく型締装置の幅に収まる範囲で構成部品を配置
するが、本開発機は敢えて長手方向に構成部品をレイア
ウトし、金型との取り付け部の面積を最小にした。サブ射
出ユニット_20Vの外観を図 1 に示す。

（2）Flexibility
サブ射出ユニットは既存の成形機に後付けするため、

取り付け姿勢の自由度が高くなければならない。本開発
機は金型上方、操作側、反操作側と様々な姿勢でも容易
に取り付け・取り外しが可能である。（図 2）つまり多色成
形から通常成形に切り替える場合など、本機を取り外し他
の成形機へ移設することも容易に可能である。



図 3　独立コントローラの外観

図 5　iPhone ケース（JSWロゴ入り）

図 4　フィルター内蔵の DSI 成形品

　3.　おわりに
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また制御システムは、高応答制御に定評のある弊社オ
リジナルの SYSCOM3000 を搭載した可搬式の独立コン
トローラを採用した。本独立コントローラも、サブ射出ユ
ニット本体同様、複数の射出成形機で共用でき、過剰な
設備投資を抑えることが可能となる。独立コントローラの
外観を図 3 に示す。

（3）成形事例（図 4、5 参照）
JSW の固有技術である DSI 技術と組み合わせること

で図 4 に示す血液フィルター内蔵の中空成形品も成形可
能である。図 4 中の透明部分は PP であり、射出成形
機に付随する標準射出ユニットで一次射出を行う。金型
キャビティをスライドさせた後に、サブ射出ユニットによ
り 2 次射出し黒い部分を成形し中空成形品を得る。本製
品は医療用途に使用されるため、超音波溶着では粉が
残る問題があるが、DSI により接合すれば粉が発生し
ないため品質が向上する。このように多色成形専用の成
形機を用いずとも、標準的な射出成形機にこのサブ射出
ユニットを付加するだけで、このような高付加価値の成
形品が得られる。

今回開発したサブ射出ユニットは、電動射出成形機の
開発で培ってきた精密計量技術を含め、精密安定成形
を実現する技術も標準搭載されている。今後もお客様の
ニーズに応え、より満足のいただける製品をご提供でき
るよう更なる研究開発に邁進する所存である。


